
 

 

 

 

           

4 月１６日、1 年生・2 年生、そして池間小の 1 年生も参加しての交通安全教室を行いました。講師として

子どもたちに指導して頂いたのは、宮古警察署の警察官、狩俣駐在所の宮平さん、交通安全協会の方々

です。安全教室では、「子ども 100 当番の家」、横断歩道の渡り方（信号あり、信号無し）の注意点を指導し

てもらい、実際に横断歩道でも渡りの練習を行いました。また、車から子どもがどのように見えているのか

についても教えてもらいました。信号が青でも、必ず左右を確認してから渡る。信号が青なら必ずしも大丈

夫ではないという心構えももたせてくれました。 

   

4 月２３日、新聞等でも紹介されましたが、自治会長「國仲 義隆さん」の紹介で「モリンガ」の種まきを

行いました。この取り組みは、自治会が以前から取り組んでいるＳＤＧｓの一環の一つ。モリンガという植物

は、栄養価が高く、しかも二酸化炭素を多く吸収する植物らしいです。義隆会長のお話しでは、このモリン

ガを栽培し、いろんな方面で活用していきたいとお話ししていました。学校としては、モリンガ栽培活動を、

総合的な学習の中での資質・能力を育む活動として活用できればと考えます。 
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